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今年は、雪も少なめで、季節外れ
に暖かな日もありましたので、春が
早いように感じられる今日この頃で
すね。

春３月は、新しい暮らしを始める
準備の時でもあります。そこで、気
分も新たに床屋さんに行きません
か？今回は『バルバルさん』（乾栄
里子文 西村敏雄絵 2008年刊 福
音館書店）とそのシリーズをご紹介
します。

バルバルさんが2003年の「こども
のとも年中版」に最初に登場した表
紙を見たとき、あまりビビビッとは
きませんでした。金髪長髪の優し気
な顔の床屋のおじさんが、ドーンと
ハサミと櫛を持って立っていて、後
ろにはお店が見えます。内容は、床
屋さんの日常から始まるのですが、
ある日、次々に動物のお客様がやっ
てきて、それぞれに大満足で帰って
いくというお話しです。最後に謎解
きもあって、なかなか面白いです。

その後に、『バルバルさん きょ
うはこどもデー』（2021年刊）が出
版され、そして『バルバルさんとお
さるさん』（2021年刊 こどものと
も）は、まだハードカバーでは出版
されていません。

シリーズが出ているということは、
子どもたちに最初に出版された2003

年から愛され続けているということ
ですね。個人的には、『バルバルさ
んとおさるさん』が一番好きです。

時々どうぶつもお客さんにやって
くるバルバルさんのお店に、ある日
おさるさんがやってきます。お客さ
んとしてやってきたと思ったのです
が、おさるさんは、エプロンをして
お手伝いを始めます。次の日も、次
の日もやってきて、バルバルさんの
することをじーっと見ています。
「カットをしてみたいですか」と聞
くと「はい やってみたいです」と
いう返事。おさるさんは、一生懸命
に練習して、ついにバルバルさんの
髪を切ることに。その後の展開も楽
しく、おさるさんのカットが人気に
なるのですが、何といってもその髪
型がかわいいです。

この絵本、実は出版社のカレン
ダーになったのですが、そのカレン
ダーを見て、「バルバルさんだー」
と言って４歳男子の孫がぴょこぴょ
こはねていましたから、たぶん太鼓
判です。
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